
第11号様式（第12条関係）

１

２

帝釈天客殿において、ミャンマーの海外留学生へ子ども達
が一期一会・おもてなしの精神をもち、お茶のお手前をし
た。「おふくかげんいかがですか？」と聞く子ども達に、片言
で「ケッコーデス」と答えるお客様に満足げであった。

（実施内容）　当該期間における取組内容を詳細に記載すること

（取組日）　

（実施内容）　当該期間における取組内容を詳細に記載すること

子ども達から在園児の保護者、観光客などに呼びかけ、希
望者にお手前を披露。60名程度

事業の区分
（５領域）

　　健康　　・　　人間関係　　・　　環境　　・　　言葉　　・　　表現　　

事業活動実績報告書

施 設 名 ルンビニー幼稚園

教育理念
幼児の心身の望ましい発達を助長し、宗教的情操の涵養をはかり、園内
               生活を通して協同自主の精神及び善良な生活習慣を養う。

事業名 日本の文化「茶道と一期一会」

実施期間 令和6　年　11　月22　　日　　～　　令和　7　年２　　月　1０　日

３ 取組概要

（取組日）　令和6　年　11　月　　～　　令和7　年2　　月10日

（実施内容）　当該期間における取組内容を詳細に記載すること

（取組日）　

子ども達と出会う人たちにお手前。一期一会「茶道」を通し
ておもてなしの心を育む茶道とはという本来の意味を知り、
自身が体験したのち他者へのお手前の練習、それを実践
する。(4回）

（実施内容）　当該期間における取組内容を詳細に記載すること

写真添付
（区HPで公開が可能な写真を添付してください）

活動内容が分かるもの
取組に関するもの



第13号様式（第12条関係）

１

２

計
画
時

４

事業の区分（５領域） 　　健康　　・　　人間関係　　・　　環境　　・　　言葉　　・　　表現　　

効果検証報告書

施 設 名 ルンビニー幼稚園

教 育 理 念
幼児の心身の望ましい発達を助長し、宗教的情操の涵養をはかり、園内
               生活を通して協同自主の精神及び善良な生活習慣を養う。

事業名 日本の文化「茶道と一期一会」

事業概要
子ども達と出会う人たちにお手前。一期一会「茶道」を通しておもてなしの心を育
む

計
画
時

３ 実施体制

取組に必要な環境（人員、事業の遂行に必要な技能やノウハウ等）の保有状況

茶道家の指導を幼稚園の環境の中で体験し、文化を学ぶ

事
業
後

３についての
効果・検証

事業実績から推測される効果や改善点等

繊細な茶道具、茶器、茶碗を丁寧に扱う。今この時に集中してお手前をする目の
前の人が喜んでくれる所作や心配りはどんなことなのかを問われ、子ども達が発
言したり実現しようとする姿が見られた。

事業のねらい

日本には美しい四季と伝統文化が継承されている。しかし、環境はＩＴの発展とともに実体
験より過剰な仮想体験へとそのバランスは崩れているかもしれない。東京オリンピック招
致において世界が賛同してくださった「おもてなし」という日本独自の文化には、一期一会
二度と戻らない今この時を人とともに大切にしたいという奥ゆかしい思想がある。茶道を通
してこの日本古来の文化に触れ、子ども達の豊かな情操を育むことをねらいとしている

事
業
後

４についての
効果・検証

事業実績から推測される効果や改善点等

家庭環境の中で、正座の経験も大変少なくなっている。心と身体を静という時間に集中す
るという体験。心を無にして今ここに集中するという瞑想に近い経験が積み重なったと思
う。「おいしかった」「またごちそうしてほしい」という相手がかけてくれた言葉にホッとした
り、嬉しそうに微笑む姿があった。

５ 取組の内容

計画スケジュールを含む詳細な取組内容、経験させたい内容等

茶道とはという本来の意味を知り、自身が体験したのち他者へのお手前の練習。一連の
動きを習得し実践する。「表現」生活の中で美しいものや心を動かす出来事に触れ，イメー
ジを豊かにする。という経験から「人間関係」他者の気持ちを想像し、自ら関わろうとする
人間関係が育まれる。

事
業
後

５についての
効果・検証

事業実績から推測される効果や改善点等

「失礼します」「ありがとうございます」「お先にどうぞ」「けっこうなおてまえでした」など茶道
を通して、人を敬う所作や丁寧な言葉を使おうとする姿が見られた。自分がお茶をたてる
ことによって、相手が喜んでくれる又はしてあげることが嬉しいという気持ちをたくさん育ん
だためか、「今日はお寺に行ける？」「また外国の人に会いたい」など社会的な空間が広
がったように感じる子どもが多くいた。



計
画
時

６ 環境構成
幼稚園の環境を茶道という文化を取り入れ、設える。人的な環境、茶道家（僧侶）からお手
前やしきたりを学び静かな時間を主体的に作る。また、帝釈天境内地にあるお茶室にて実
践することにより、日本文化財に触れる経験が期待できる。

事
業
後

６についての
効果・検証

事業実績から推測される効果や改善点等

ルールや決まりを自ら守って取り組むことが大切だと感じているようだった。

７
期待される効果
児童の姿

取組を通じて期待される児童の姿や効果等

そもそも「子どもは元気である。」という概念は、ともするとにぎやかなイメージにスポットが
あたるかもしれない。しかし、心揺さぶられる心情の中には、静かな時間も同じように混在
し環境や事象に応じた心の調整ができて「子どもは元気」=心身ともに健康と言えるのだと
思う。茶道という日本古来の文化を経験し、やってみたい！してあげたい！という豊かな
心情と、人を大切にするという態度を育むことを期待する。

事
業
後

７についての
効果・検証

事業実績から推測される効果や改善点等

園庭と境内の境界地で、茶道のお手前をしたいと観光客を心待ちにする子ども達が、「今
日は何人くらい来てくれるかな？」と活動に期待を持っている姿。また、実践の場ではもて
なす方へ美味しいお茶を立てたいという向上心から丁寧な所作、美しい姿勢をしようという
意気込みがみられた。

８
効果検証
総括

事業を通しての感想、今後の教育・保育に向けて

帝釈天（葛飾柴又）は、都内初の文化的景観に選定され外国からの観光客も多い。一期
一会・おもてなしの精神を茶道を通して学ぶ日本独自の幼児教育とその姿も、子ども達が
観光客にお茶を立てるおもてなしなど、海外へも発信できる。幼児は、柴又帝釈天境内で
日本文化に触れ、僧侶である茶道家からお手前を習い茶室で実践する経験を通して、「お
もてなし」という言葉にある日本人のアイデンティティーを育むことができた。始める時期を
早くして、年間を通した取り組みにしていきたい。


